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製炭試験

第2報障壁効果について

Ginj担i Suc仰'H汀川lげ川I川I肌T川l日{jんJ

Studies on charcol manufacture on the fence effects. 

~~茨窯の附悦効果については，大.11:のはじめ静岡県水没["j業組合で製決試験を行った|抗そ

の効県を認め p 大正式製表窯がrî.主計された。

附恨の効果は決材に直接外気を接触させや p したがっ

て決材の燃焼に~，長〈右足化量を少くするととを円的とした

と考えられるが，この効果が明らかであったため，防壁

類似の椛匙が次第に発注4しまた複雑となり，昭和 3 年栃

沢~， flí:{;f;118 年Tlîl刊誌， 昭和 17 年石川法) )~:林 1 号

窯， fl(i手11 18 /'1三民的窯等に発民し著しい進歩をなした

ととが泌められる。 さらにとのftIi山は続けられ， H("和

24 年:主rr信濃窯， flf4手1126 年秋田1)ザ1窯等p 最近の改良窯

はいやれも障壁類似J持活を有している。すなわち，炭化

宝と )JI燃室とを区別する設計がとられている。しかしな

がら附壁が如何なる機作をたして炭化に良好なキ/i:~~~を与高さ 70 奥行 120 最大巾 90
天井厚 9 壁 15 排煙口 18x6

第 1図試験窯
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実験方法

1. 試験明日むよび、場!万「

との試験は昭和 27 :':1ミ 2 n 22 日 ~4 月 2 日の I I\ J ，東京 !fWr，[-i多摩郡横山村林業;j'J:\験場浅川

分室で施行した。

2. 試験窯沿よび、制度iWJJë方法

試験~~は第 1 図のとゐりで .lfL行 120 cm , rlJ 90 cm，脱出 70 cm , .!jIJ型，おJïJ:製，やや 1'1

氏;告に近い排出ーを有している。)J11熱宝は窯底より 12cm 低い。

j毘度測定場所は第 2 図のとゐり天井， rl~央P 窯底(10 cm _I-_f~I)) ， :':;~口たよび矧;立の 51\'1\位

に分-け p 各々熱電対をJ中入し，北!え製日記温度i\H乙より iWJ)iごした。

3. 障壁構造

障壁にはl耐火レンガを使11]し，千♀々製決回数ごとにみíÇ 3 図のとむりその正jj さを変化した。す

なわち障壁高は

製決回数第 11n l 支店より dつQ円 cm 製決I I_IJ数 tJH 回 ;主底よけ llcm 

'/ 1f~ 2 II[j // 22cm /f よfÇ 5 回 /1 33c'.TI 

" 第 31[[1 " Ocm 

とした。

4. 製決方法

炭材にはコナラ p カシ，クヌギ，クリ，カエデ\サルスベリ，シデ，サクラ，ツパキ~:t; (こ

れ等広葉ftJをざっとした)とネマカ、リタケ(北海道n老村産)をfJj い，各々合水率をiWJ~ し，

決材;ì;-よび燃材重量を i!ll!定後， .告;誌を行い，通常の製決i乙 ijß じ製炎を行い p 加熱，決化， l'J1H~i 

l乙区別し，その時間と i品11主またピラム風速計iとより llili.氏本r よぴ~:f:jJ:開量を illll):Ëした。:決炭化格了の

f後灸は常法のと主沿示り窯内f泊宵火を行い， 窯内i祖且度 10∞ooc 1に乙|降咋咋-下ド{後炎 l川11炭しいj牧炊炭率3ゐ去よび

を計計‘3算Iした。また 1し， 2 , 3 fi tH土常法のと;þ~り炭化し 41[[!は~'J~決化を行い， 5 Wjは412に半11H~i を

長〈行った。

5. 没ftの 11[11定

哉氏は到IU二のはi也から硬度，収納率 ， *NNil立を各ìWJ定した。すなわちidtft判定の要素ーとし

て三iill式木炭限度計により回度を測定し，また熱処理の程度，特に木炭の部分的品質の差異，

すなわち l!J-'[;]:を知るため木友精~i:llーにより村地!立をiWJ定した。

実験結果

l. 炭材，n予:と i~~材泊費量必よぴ、県炭時H'd

第 1 友主子よび第2 去に示したが，とれらについては附世相:浩の差異による変化はほとんど認



製炭試験第2 報附弘を効果について (杉浦・岸本・馬場) 3 

められなかったo j; ，，;r(il(~:の bるものは無いものより柏煉時間がやや短かく，燃材 ijJJ~!(散が少なく，

製安時íl\Jは長い何fI'~Jがるるがp とれらの去が昨日I効p県を示すものかどうかは 'I~リ然としない。
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第 2 決裂炭時間

四次|則明月 日|平均気温|加熱時間|炭化i削I11精煉時間| 計 1 (Jiil 考
1 (cm) 1 (月日) I (OC) I (時分) I (11寺分) 1 (時分) 1 (時分) 1 

1 I 33 2.25 0.32! 2.00 19ω1 2.00 23 鈎 lFI1制 2 人時間30
TI 22 2.27 I 3.73 1 1.30 18 ∞ 2.15 21.45 品川間 30 附以上
111 0 3. 4 I し 20 2.3') 17. ∞ 12.20 21.50 

lV 11 3.17 I 5.83 2.00 14.10 0.40 16.50 t.~!!Î之化

V 33 3.25 6.53 2.∞ 16.55 4.20 23.15 精煉時|況の長L 、場合

第 3 表 f千百ôl の最高 i温度

団次 l 附ぽ高|羽二部 l 中央部!楽氏j ， l\ 1 祭口出|煙道口| 備 考
I (cm) I (oC) 1 (oC) I (oC) I (OC) 1(OC) 

1 I 33 I ω705 1 830 7印 355 測定問主第2 図に示す
n: 22 688 I 810 83 コ 662 I 352 

!I[ 

lV 

V 

。 590 770 560 360 695 

11 690 280 I 急炭化(煙道口 200 0 C 精煉)

360 1 精煉時間の長い場合

635 530 

793 

600 

33 705 793 665 

第 4 誕 祭底と各位置の最高出i度差

同戸時高(天井部|快部|窯底部|窯口部|回次i崎高|天井部|中央部窯底部窯口部
I (cm) i (oC) I (OC) I(OC) I (。 C) II~v'l (cm) I (OC) , (oC) : (OC) (OC) 

1 33 

II 22 

1II 0 

218 80 IV 11 (160) (105) 0 70 125 。

142 95 o 0 128 20 0 168 V 33 

180 75 。 210 
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第 5 表 加納得1m と着火時における窯内各部瓶皮

ITI':~ ):f*~_i...j:，r-t~，1f rT::e. rl f，1! 窯内洞i 度 i 
聞が防壁高加熱町tlj っー i 国立口 術
門 天弁|中央 l 祭凶 1 長
I (cm) 1 (時分)! (OC) I (UC) I (OCl ! (OC) (OC� 

1 I 33 2ω ! ω 135 92 3ω | 印 |窯内削度測定位授は第 2
U 22 1 ぬ 330 1 10 I 80 366 1 ω |図に示す
III 0 2. 30 250' 1 1 5 '62 368 1 80 

IV I II 2.00 2的 80 80 刀o 80 

V お 2.00 350 I 卯|印~ 440 I 80 I 

第 6 表 f:i'j 煉時間とf:fï 煉温度

: ，~~，_~ . "..1 室内温-E-i 煙車I
|似壁高|精岡山11 ヲミブ'Þ_j-=t_央 L君主主I ~浜口 i一→ー| 備

始 I ~冬|始|終 i 始|終|始|終|始|終 1 …
I (cm) I (r射針 1 (oclll 。吋 (Oëil (o(~ 1, OC)] (O�)] (oC)] CO�)1 io� 

|刊 61川一ーベベ…81， 3551 

1I] 22 2. 1 5 ， 5印'. 6851 540 8lﾜ' 460: 840: 530; 670 255 , 352, 

!lf I 0 i 2.20 1 520 別!側!6350i705od560j2dd 中央部最高印QOCU L.LU I ::'LU ::')Iu: 6tJUi bljl ::'IU~ IlU, ::'UU
1 
::'�i L::'::': ùbui 窯氏部最高 77ü OC

IV II 0.40 I 叫叫 5叩ぬ14601520; 叫 6ー刊5l
V 33 4.20 山 7∞|内 7悶仰!内 ω “。1 2101ωo

第 7 J災d 炭質試験

[，司仰日U以2
(いcm) , 上部|中央部|下部|上部|中央制ドl部|

0') I _ ,_= 十一 I ~ ]-n- n r 
I 33 ' ::z:1-'7 8 8 9 I 3 2 2 硬度:三浦式木炭関度計

11.] 22 グ 9 10 9 3 2 3 ~右側度:木炭糖尿計
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2 '1 B 11 

V 33 グ 11 11 10 

第 8 表 窯底IR皮 30QOC に逮ずる[j:Î'IW 第 9 表 収伏率および収炭ヰ;指数

回次(! | | 
凹次 3∞ C 1 温度 l 佑i 考 |収炭卒 l 炭化率 i 収指炭率数 備 考

I (cm) I Uiò.j，I;})必 (O C) ! C%) (%) 

69.22 ]炭化中風強しI 33 8.15 120 発点火より窯;哀I，'hl， I 12.08 17.49 

l[ 22 11.00 160 11芝 3üO O Cìこ達する
II 17.21 17.72 91.04 

!時川
11I|1482!1746i 8487 。 210 

町 1 11 10.10 135 IV: 18.57: 19.58 94.89 

v 33 9.40 160 v I 17.14 



製炭試験筑2 報附壁効果について (杉浦・岸本・馬場) 。

ぞï~ 10 表 ~X: í:稲 2幕 第 11 表 j凶風量

回次l崎均商一 問 極 長収縮さ率の 備 考
(cm) I (%) 

同次障壁高i炭化初期i炭化中期精煉初期精煉終期
i (cm) I misec I m!sec m!sec misec 

1 33 ゴナラ 18.31 単木試験の平均値
33 一一 320 754 1192 

Il 22 18.58 

JI[ 。

" 18.56 n 22 420 750 770 1388 

1V 11 " 15.01 急炭化

V I 33 " 16.67 精煉11寺問の長L 、場
A 仁1

11[ 0 460 820 988 1388 

2. iml度変化公よび、決'['f

lí ，， ;rt1.1!~:の有力!~は ~'~I句温度に著しい差を及 l:tした。 U~ 3 去はi段高 il~1i主を示したが， j()1二i'-;p は~_r;t~~!t

のあるものは 612 oC~688 oC であるが，ドt;'t世の力!~いものは 590 0C であり， '1 1 リ(î11)はほíj!J-は

705 oC~81O oc であるが， 後ffは 695 0 C であり，窯底は前者:- 820 o C，後三N 770 oC , 窯 11

却は前1)- 662 oC~750 oC，後 x-は 560 0 C であり P すなわち京内制度ーは一般に昨日りとより片:

しく高i鼠になっている。

~r)ltU立故高温度は þi~Pþ~の有JJl.~にかかわらや 350 oC~360 oC でほとんどをがない。窯底と各位

世のY!(ìtlit~r~は抗 4 去のとゐり IÜ~I:壁の千fj!l~にかかわら歩それほど大去がない。 加熱11 年Ii \J と前火温

度については弟 5 1<に示したが1， 2 , 31日!ともに窯 Il;;むよび阻む 11 il;;[I主にはほとんど去がな

い。カ11熱n寺Ii \J には三下があるカ" li半世効県に)，l，:くものか否かは長Eわしい。

ホ!H収時川とあ!t地温度は t;ß 6 去に示したが，一般に附引のあるものは無いものより粕煉最多了時

の淵度が高い。すなわち精煉がよくかかると考えられる。第 7:炎には単木試験による抗日t調査

の結果を示したが， !{?;t型の有力!~にかかわらや精煉効県はほとんど、設がなく，脱皮は~:t:(01~~~の j!l~い

ものがかえって{民Iiti.J~t;jいがi，!.!~ を示した。

しかしながら I-_~i己単木試験にむける炎材上，巾 p ド部の精煉!立を比較すると l切らかに昨肢の

ないものはj二一hf) と下ヴn;の粕煉!JE-の差が1H;'ti1ltの Zうるものより大きい。すなわち不均一位は l認めら

れる υ 昨日空効果を顕著に現わずi限度変化として窯氏ilt{ìl度 300 0 C Iこ述するまでの時Ii\lを比較す

れば第 8 去のとおりになる。 p ，';tiàt:高 33cm のものは 8 時lUJ 15 分であるが，j.i]じく 22cm の

ものは 11 時mJ 00 分であれ 同じく Ocm のものは 13 時間 45 分である。また同じく 11

cm のものは急:没化にかかわらす， 10 時間 10 分であり p 同じく 33cm のものは綾友化にも

かかわら歩 9時山 40 分である。煙;立口湿度も窯底温度と 11司ー傾向がある。すなわち障壁は窯

底13日の iJiîl1主上昇iこ有効な結，!{~を与えると考えられる。

3. 牧堤率ゐよび、牧友率指数は第 9去に示した。 牧炎率指数は 2 ， 4 以外は差が著しし

したがって製表操作が完全に行われたとは認め難いので，収長率の比較によリ窯の性能を比較

するととは p との実験では困難であると考えられる。
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すなわちJn;[1 1((効よ~ーと J{j(決率の悶係は本火で、は判定し;))fI，い。

4. J段縮率は第 10 去に示したが，各!日!とも tまとんど差がないと二汚えられる。

5. 泊風景は第 11 去に示すとた 1) 昨日主のあるものは無いものより!['fに友化時に少ない傾向

がふ包められる。

考察

昨J!lil:は l リj らかに窯内i脱皮に著しい変化を及ほ、すとノ汚えられる。q:;\'!亡窯1記者1\のi限度ー上昇と，

1'lfd~i終了時 l亡命けるi山主 J-J.rにはぜしい効県を有する昨日1:のr，-;j さと，とれらの関係については

判然とした関係を認め味いが， さJf:;\~実行上からはお:るべく l~ì;ê0Itは低いととが望ましいので，

本I~~験ごとでは製〉誌に当って少なくとも 22cm (京口のr{ :J さの約1/2) の附出をつくるととが望

ましいと考えられる。

J:I~1./~のあfHWiに当つては窯内各部制度の均一化， !I'.\;Iこ:芝山部のì~fulûιJ-.oh'ーが望ましいので，昨ßt

のあII~.築はかかる目的には有力な方法であると考えられる。一般の製没;:どでも防法王Ii似排迭を有

する窯はしからざる窯よ 1) 7{11二部と窯底部の出[度差が少ない。製11{試験'ijX'h消 1 羽i，第 17 去

にその一例を示した。

辿)ll\\.11ト vijj);t0ltの千:î1!l~ゐJ:ぴτ:J さによって去を生じたが， !{ì;ë怯のあるものが一般に吉.~:Jigìlを示す

辺1\111 の一つは泊瓜埜が/かないためにもよるであろうと考えられる。

R駸um� 

]apantうちe charcoal kiln has usualy no fence (Graph No. 1). The writers 

designed a new charcoal kiln with a fence 

(Graph No. 2). with a. hight of f;3 cm, and 

studied the effects on the carbonization state. 

We found the effects of the 士印ce as 

follows: 

1. Temperature at kiln 1)ottom was-raise�.: 

Without fence: 7700C 

Hight 33 cm, with fence: 8300C 

2. Time needed to reach a temperature of 

3000C at kiln bottom was shortened: 

Without fence: 13 h. 45 mini. 

Hight 33 cm. with fence: 8.15 

3. Speed of air-flow was decreased during 

carbonization : 

Without fence: Air flow speed 320 m!sec. 

Hight 33 cm with fence: Air ﾍrow speed 820 m/sec. 


